
日時 令和６年３月２１日（木）１０：００～

場所 白石市防災センター２階　大会議室

１ 株式会社楽天野球団創立２０周年・白石市制施行７０周年記念

楽天イーグルス主催試合白石市民ご招待について

２ 白石温麺「100年フード」認定について

３

４ 第６６回全日本こけしコンクール「中ノ沢こけし」系統認定及び

５ 「６６こけし将棋」の商品開発について

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。

定　例　記　者　会　見　資　料

白　石　市

令和６年度子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰について

東北森林管理局奨励賞の新設について
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株式会社楽天野球団創立２０周年・白石市制施行７０周年記念 

楽天イーグルス主催試合白石市民ご招待について 

担当：総務部総務課 
 

 
 このたび創立 20 周年を迎えられます株式会社楽天野球団様から、令和６年

４月で市制施行 70 周年を迎える本市の全市民を対象に、楽天イーグルス主催

試合にご招待いただけることになりました。 
これは、株式会社楽天野球団様の社会貢献活動の一環として、本市の市制施

行 70 周年を市民の皆さんとお祝いしたいという思いと、宮城の誇りである地

元のプロ野球チーム「楽天イーグルス」を、市民を挙げて応援したいという思

いが一致して、実現したものです。 
この機会に是非、多くの市民の皆さんにスタジアムに足を運んでいただき、

プロの試合を観戦していただくとともに、市民の皆さんと市制施行 70 周年を

祝う機運の醸成を図ってまいります。 
 
〇「楽天イーグルス主催試合白石市民ご招待」概要 
 
  対 象 者   白石市にお住まい・お勤めのみなさま 
  対象試合   ４/２３（火）北海道日本ハム戦  １８：００試合開始 

４/２４（水）北海道日本ハム戦  １８：００試合開始 
４/２５（木）北海道日本ハム戦  １８：００試合開始 
５/１４（火）福岡ソフトバンク戦 １３：００試合開始 

         ５/１５（水）福岡ソフトバンク戦 １３：００試合開始 
         ５/２４（金）北海道日本ハム戦  １８：００試合開始 
 
  席  種   球団指定の席種 
  申込方法   二次元コードにより直接申し込み 
  申込期限   各試合前日の２３：５９まで 
  周知方法   「回覧板」や市ホームページ、安心メール、LINE 等によ

りお知らせする。 
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株式会社楽天野球団２０周年・白石市制施行７０周年記念 

「楽天イーグルス主催試合白石市民ご招待」について 
 

日時：令和６年３月２１日（木）１０時 

場所：防災センター２階 大会議室 

    

次     第 

１ 開  会 

２ 出席者紹介 

  株式会社楽天野球団 

マーケティング本部 チケット部 部長     村嶋  大 様 

   営業本部      営業第一部        庄子 七海 様 

マーケティング本部 チケット部 マネージャー 佐野 周平 様 

３ 挨  拶 

   白石市長 山 田 裕 一 

   株式会社 楽天野球団 

  マーケティング本部 チケット部 部長    村嶋  大 様 

４ 記念撮影 

５ 閉  会 
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「白石温麺」が１００年続く食文化 

「１００年フード」に認定されました 

 

                   日 時：令和６年３月２１日（木曜日）午前１０時～ 

                       会 場：白石市防災センター 会議室 

 

〇文化庁「１００年フード」に白石温麺が認定されました 

文化庁では、我が国の多様な食文化の継承・振興への機運を醸成するため、地域で

世代を超えて受け継がれてきた食文化を、１００年続く食文化「１００年フード」と

名付け、文化庁とともに継承していくことを目指す取組が実施されています。 

 

【認定基準（すべてを満たす食文化であること）】 

①地域の風土や歴史・風習の中で個性を活かしながら創意工夫され、育まれてきた

地域特有の食文化 

②地域において、世代を超えて受け継がれ、食されてきた食文化 

 ③地域の誇りとして１００年を超えて継承することを宣言する団体が存在する食

文化 

【応募部門】 

 ・伝統の１００年フード部門 ～江戸時代から続く郷土の料理～ 

 

〇令和５年度１００年フード認定概要 

・認定件数   ５０件（応募数６０件） 

・有識者特別賞  ５件（有識者からの評価が特に高いもの） 

  白石温麺は、伝統の１００年フード部門に認定され、有識者からの評価が高い「有

識者特別賞」を受賞しました。 

 

〇文化庁ホームページの報道発表 

  https://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/94013401.html 

 

〇１００年フード 公式ウェブサイト 

  https://foodculture2021.go.jp/jirei 

 

○お問い合わせ 

 〒989-0292 白石市大手町１番１号 白石市総務部企画政策課 

 電話：0224-22-1324 

https://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/94013401.html
https://foodculture2021.go.jp/jirei


100年フードとは？

・地域の風土や歴史・風習の中で個性を活かしながら創意工夫され、

育まれてきた地域特有の食文化

・地域において、世代を超えて受け継がれ、食されてきた食文化

文化庁 令和5年度食文化機運醸成事業

100年フードに認定されました

宮城県白石市

（伝統の100年フード部門～江戸時代から続く郷土の料理）～）

100年フード認定
宮城県白石市は、100年フードに認定された「白石温麺」を地域の誇りと
して、継承いたします。

白石温麺















［別紙］ 
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令和６年度子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰について 
 

担当：教育委員会学校管理課 

 

 

 昨今，生活環境の変化や様々なメディアの発達・普及などを背景として，「読書離れ」

「活字離れ」が指摘されております。 

 読書をすることは，考える力，創造力や判断力，表現力や感性を養い，豊かな心の形

成と生きるための様々な力が育まれるものです。学校教育においても，読書の習慣付け

を図る効果的な指導を展開していく必要が求められています。 

 そのような中，文部科学省では，子供が積極的に読書活動を行う意欲を高める活動に

ついて，優れた実践を行っている学校・図書館・団体に対し，毎年度，「子供の読書活

動優秀実践校・園・図書館・団体（個人）」として文部科学大臣表彰を行っております。 

 今年度，本市から，平成 27 年より読書活動や読書環境の工夫・実践を推進してまい

りました大鷹沢小学校の取組が，宮城県の選考委員会の審査を経て文部科学省に推薦さ

れ，この度，令和 6年度文部科学大臣表彰の栄誉を受ける運びとなりました。 

 令和５年度は，白石市図書館の「学校支援」や「市民との協働」等による取組が評価

され，同じく文部科学大臣表彰を受けており，本市は，２年連続での受賞となりました。 

  

  

１ 令和６年度表彰団体等（宮城県） 

  ・社会福祉法人丸森町社会福祉協議会丸森たんぽぽこども園  

  ・白石市立大鷹沢小学校 

  ・大和町立吉岡小学校 

  ・宮城県石巻工業高等学校 

 

２ 表彰式 

  ・日時 令和６年４月２３日（火）13：00～ 

  ・場所 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区） 

  ※「子ども読書の日」記念・「令和６年度子どもの読書活動推進フォーラム」内で

表彰式を実施 
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市制施行７０周年記念事業  

第６６回全日本こけしコンクール 

「中ノ沢こけし」系統認定及び東北森林管理局奨励賞の新設に

ついて 

 

                   日 時：令和６年３月２１日（木曜日）午前１０時～ 

                       会 場：白石市防災センター 会議室 

 

〇「中ノ沢こけし」を伝統こけしの系統として認定します。 

福島県耶麻郡猪苗代町にある中ノ沢温泉周辺で生産されている伝統こけし「中ノ沢

こけし」は、土湯系や遠刈田系の影響は見られるものの、作品に独創性があり、長年

「たこ坊主」の愛称で親しまれています。 

令和５年４月に福島県の伝統的工芸品に指定されたことや、前回の全日本コンクー

ルの目玉イベントとして実施した販売会が大変盛況であったことなど、独立系統とす

る機運が醸成されたと判断したため、第６６回全日本こけしコンクールにおいて、新

たに「中ノ沢系」を伝統こけしの系統として認定し、従来の１０系統から１１系統と

することを決定しました。 

 

【認定理由】 

  作品の持つ歴史と伝統に主眼を置き、さらに、近年の産地の盛り上がりが後継者

の育成にもつながっており、今後のこけし産業の継続、発展に寄与していると認め

られることから、全日本こけしコンクール会長の判断で認定しました。 

 

【中ノ沢こけしの経緯】 

 ・中ノ沢こけしの生みの親である岩本善吉工人は、昭和初期からこけしを作り始め

たとの記録があり、土湯系、遠刈田系の基本形に創意工夫を加えて、独自の型を

完成させています。 

 ・岩本善吉の息子、芳蔵が跡を継いで弟子を育て、「中ノ沢こけし」として確立しま

した。大きく目を見開き、目の周りを赤くさせた特徴的なこけしは、いつからか、

「たこ坊主」の愛称で呼ばれるようになりました。 

 ・平成３０年７月２日、土湯伝統こけし工人組合より「中ノ沢系」として呼称する

承諾を得て、三大こけしコンクール（全日本こけしコンクール・全国こけしまつ

り・みちのくこけしまつり）においても独立呼称が進められました。 

 ・令和４年９月１１日、岩本善吉が中ノ沢に移住して１００年目に当たることから、
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たこ坊主誕生１００周年を記念して「第１回中ノ沢こけしまつり」が開催されま

した。 

 ・令和５年４月に福島県の伝統工芸品に指定されました。なお、指定にあたり、県

内の工芸品の伝統を守り、地域の産業の振興につなげるため、伝統的な技法で作

られ、おおむね１００年の歴史があることが条件となっています。 

 

〇東北森林管理局奨励賞の新設について 

次の世代を担う若い工人が減少しており、こけしの産地によっては、長年にわたり

引き継がれてきた伝統が途切れてしまう恐れがあります。主な原因として、一人前の

職人として技術を習得するまで長い時間を要するため、道半ばで挫折、断念してしま

う方が多い現状があり、若い工人への支援が課題となっています。 

 この度、東北森林管理局長のご厚意により、日々、一人前の職人を目指し切磋琢磨

している若い工人の励みとなり、こけし産業の振興発展並びに伝統ある木製工芸品の

継承のため、奨励賞を新設します。 

 

【受賞対象者】 

  職歴１０年以下、かつ満５０歳未満の工人で、これまで全日本こけしコンクール

において受賞したことのない者とします。 

 

【授賞作品】 

   対象基準を満たし、本賞を除く授賞作品に該当しない出品者の作品からＡブロッ

ク（１部・４部）、Ｂブロック（２部・３部・５部）それぞれ１点を授賞作品とし

て決定します。 

 

○お問い合わせ 

 〒989-0292 白石市大手町１番１号 全日本こけしコンクール事務局 

（商工観光課内） 

 電話：0224-22-1321 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年３月定例記者会見資料 

 

「６６こけし将棋」の商品開発について 

 

担当：教育委員会生涯学習課 

 

 

「６６こけし将棋」は、本市の伝統工芸品である弥治郎こけしと将棋をコンパクト化した

６６将棋をコラボした将棋です。この将棋は、６６将棋の発案者で、本市生涯学習課の市民

大学で講師も務めていただいている尚絅学院大学教授の松田道雄先生を中心とする産学官

連携・協働のモノづくりによるプロジェクトチームで商品開発・制作したものです。 

今後は、６６将棋の普及拡大に向けて積極的にＰＲしていくとともに、６６将棋大会の開

催を検討していきます。 

また、「６６こけし将棋」を弥治郎こけしの銘品として商品化し、ふるさと納税の返礼品

としても制作していきます。 

 

 

 

〇「６６こけし将棋」とは 

・こけしの頭に将棋の駒の文字を書き立体的にしたものです。（実物を参照願います。） 

・本将棋と同様に敵陣に入ったときこけしを裏返しパワーアップすることができる「成り」 

もあります。 

・６６将棋は、６×６の３６マスの盤を使います。 

・将棋の駒も８種類、１３枚使います。 

 

〇プロジェクトチームメンバー 

・尚絅学院大学教授 松田 道雄 氏（市民大学講師） 

・弥治郎こけし工人 新山  実 氏 

・書道家      佐久間玉流 氏 

・副議長      佐藤 秀行 氏 

・生涯学習課    小室 徹彦  








